
 
（別紙様式４－１） 

熊本県立玉名工業高等学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価表 

１ 学校教育目標 

教育綱領のもと、生徒の豊かな感性や思いやりを育み、果敢に挑戦する態度を養い、企業や大
学、地域との連携・協働により、地域の課題解決や発展に貢献し、地域社会に活力を与え、産業
界の未来を担う人材を育成する。 

 

２ 本年度の重点目標 
（１）人間性の向上 ～基本的生活習慣の確立、規範意識の向上～ 
（２）学力の向上 ～基礎基本の徹底、授業改善の推進～ 
（３）工業教育の充実 ～ものづくり教育、外部との連携による教育内容の充実～ 
（４）安全教育の徹底 ～実験実習時の安全、交通事故の防止～ 
（５）生徒募集 ～学校の魅力化、マスコミ等を活用したＰＲ～ 
（６）働き方改革 ～時間外勤務時間の削減、校務の効率化～ 

 

３ 自己評価総括表 
    評価項目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 評価 成果と課題 
大項目 小項目 
 
学校 
経営 

 

信頼され

る学校づ

くり 
 

安心安全な学校 ・日々変化す

る感染症に対

応した運営に

より、クラス

ター０の達成 

・いじめ、ハ

ラスメント、

問題行動、事

故の未然防止 

・変化する生

活様式の徹底

を図り、感染

拡大を極力減

らす工夫を共

有し続ける。 

・ハラスメン

トを許さない

人権意識の高

い風土づくり 

Ｂ 

・感染症予防において
は生徒、職員における
共通理解を図り、校内
における感染症防止の
成果が表れクラスター
０であった。 
・いじめやハラスメン
ト、問題行動の未然防
止に努め対応を行い、
人権意識を高める風土
づくりを図っていった
が、さらに推進の必要
性を感じる。 

夢を実現する学

校 

・生徒の行き

たい学校、教

師の働きたい

学校づくり 

（学校評価ア

ンケート調査

で95％超え） 

・自己肯定感

や自己有用感

の育成と学校

満足度の向上 

・協力体制が

できる職場づ

くり 

Ｂ 

アンケート結果では目
標値を達成できなかっ
たが、夢の実現に向け
て一生懸命取り組む風
土づくりはでき上がり
つつある。分掌内にお
ける協力体制も進み、
校務の平準化が進んで
いる。 

働き方改
革の視点
に立った
学校運営 

職員の負担軽減

のための校務改

革 

・超過勤務時

間縮減のため

の校務の効率

化と組織的な

取組 

・業務の平準

化への体制づ

くり 

・衛生委員会
やＳＫプロジ
ェクトによる
主導体制 
・一人一人の
意識改革を推
進 

Ａ 

今年度校務分掌の改編
により、分掌間の校務
量の平準化を進めるこ
とができ、全体として
の負担感の減少にはつ
ながっている。定期考
査後の会議や研修、ま
た行事を減らすことに
より、年休取得の促進
につなげた。 

入学定員
の確保 

入学希望者の増

加 

定員割れの状

況改善（今年

度２８名の定

員割れ） 

・体験入学の
ＰＲ活動 
・高校魅力化
の向上と発信 
・中学校訪問
による学校説
明会の実施 

Ａ 

中学校訪問により、本
校の説明を実施した。 
１８校へは校章スタン
ド、フラワーポット、
玉工カレンダーを持参
した。前期選抜の出願
者が２４５人となり、
昨年度よりも志願者数
が増加した。 



 
学力  
向上 

 

教科指導

の改善 
 

・観点別評価を

見据えた指導技

術の向上 
・専門性の向上 

授業に関する

興味関心の向

上 

・ＩＣＴを活
用した授業評
価の実施 
・更なる授業
改善と評価法
の研修 

Ａ 

授業評価アンケートを

Google Formsへ刷新、

教え方が工夫されてい

ると感じている。夏季

休業期間中に、観点別

評価や評価法の研修を

行った。 

基礎学力

向上と積

極的な学

習への取

組 

・自学への取組

向上 

・生徒の理解度

の把握と学習意

欲の喚起 

・学習習慣の定

着 

・ＩＣＴや一

人一台端末の

活用 

・基礎学力の

定着 

・学習への取

組向上 

・学力テスト
等による基礎
学力の把握と
向上 
・授業時間数
の確保 
・定期考査へ
向けた環境づ
くり 

Ａ 

一人一台のタブレット

端末を持ち帰ることで

Google Classroomなど

を積極的に活用し、生

徒は家庭学習の意識が

高まり、主体的・対話

的で深い学びを実践し

た。 

 

キャリ

ア教育 
(進路 
指導) 

 
・職に就
くことを
前提とし
た進路指
導の充実 
 
・生徒一
人ひとり
の多様な
進路実現 
 
・キャリ
ア教育の
充実（人
在から人
材への高
校３年間
） 
 

・キャリア教育
の充実 
 
 

 

・本校独自の
「キャリア・
パスポート」
を作成 
 

学期の振り返
りシートや各
行事の振り返
りシートを作
成し、活用す
る。 

Ａ 

全校生徒に対して、キ

ャリア・パスポートと

して、活用できるファ

イルを購入し、配付し

た。生徒は、必要な資

料や情報を蓄積できる

環境を整備した。 

・玉工手帳の積
極的活用と活用
能力の向上 
 

 

・｢玉工手帳

を活用し予定

を立ててから

行動できるよ

うになった｣

と答える生徒

６０％以上 

・玉工進路通

信を月１回ペ

ースで発行 
（玉工手帳の
活用法･進路
情報の提供） Ｂ 

学校評価のアンケート

の結果から、生徒の玉

工手帳活用状況は、昨

年度比８㌽ＵＰ、一昨

年比２３㌽ＵＰの５４

％となった。手帳を活

用して生徒の自己管理

能力、計画力、改善力

を育む指導に繋げてい

きたい。 

・生徒の自己管
理能力、計画力､
改善力の向上 
 

・進学希望者
及び就職希望
者の最終合格
・内定率１０
０％達成 

 

・個別進学指

導の計画及び

実施 

・各種検査の

実施 

・教職員の研

修会やセミナ

ー等への参加 

・全職員によ

る面接指導の

実施 

・進路講話及

び進路説明会

の実施 

Ｂ 

令和５年１月２３日現

在、３年生２０９名中

２０２名が進学先又は

就職先を決定（９６．

７％）した。 

本年度は、５月に県内

企業（熊本県企業立地

課）と県外企業（各工

業科主任）より、就職

についての説明を全学

年に対して行った。今

後も、進学・就職・公

務員の３本柱で生徒へ

の進路先を確保してい

きたい。 



 
生徒  
指導 

 

基本的生

活習慣の

確立 
 

制服の正しい着

用と地域に信頼

される生徒の育

成 

・服装や身だ

しなみの大切

さについての

理解（服装検

査の合格率を

各クラス９０

％以上） 
・地域に信頼
される行動の
定着 

・服装頭髪検

査に向けた事

前指導の徹底 
・ＨＲ指導及
び集会等での
指導 Ａ 

１月時点で全体平均は
約９４％であった。１
８クラス中１５クラス
が年間平均９０％以上
の合格率となった。昨
年度は全体平均が８４
％、年間平均９０％以
上のクラスは１８クラ
ス中６クラスであった
ので、服装や身だしな
みについての意識は向
上していると推測され
る。 

校門付近でのマ

ナー向上 

校門付近にお

いて通行の妨

げになってい

る状況の改善 

・下校指導の

実施 

・担任指導や

全校集会での

周知徹底 

・スマートフ

ォンの使用場

所の検討 

Ｂ 

・年間を通じての下校
指導や道路工事の影響
もあり、少しは改善さ
れた。しかし、帰宅時
間が重なった時や集団
で帰宅する際に正門付
近に集まっている生徒
もおり、その都度指導
を行っている。 

交通安全
教育の推
進 

自転車運転マナ

ー及び原付バイ

ク運転マナーの

向上 
 

・通学路にお

ける交通指導 
・自転車二重
ロックの徹底 
・交通事故の
前年比３０％
減 
・交通違反の
３０％減 

・現地での登

校指導の充実 
・交通委員に
よる啓発活動
及び職員によ
る指導 
・原付通学生
の定例会の定
着と効果 
・原付免許取
得者全員に対
しての定例会
の実施 
・担任指導や
全校集会等に
よる周知徹底 

Ｂ 

・通学路での登校指導
は生徒の通学状況に合
わせ登校時と下校時に
実施した。 
・自転車での登下校中
の事故は昨年より１件
減だった（１２件）。
特に道路へ出てくる車
との接触事故が多く、
また事故の発生時期も
１学期の５～６月に集
中していた。 
・原付の交通事故は昨
年度と比べ３件増加し
た。特に転倒による事
故が増えており、原付
の操作技術の向上が必
要である。 
・原付の交通違反は昨
年度と比べ５件減少し
た。免許保有者に対し
て違反をした場合に自
動車学校での講習会の
受講や運転記録証明書
の取得などで規範意識
が高まってきている。 

 

人権教

育の推

進 

人権教育
の推進 

・研修の充実と

推進体制の強化 
・指導方法の工
夫と改善 
・学習環境の整
備・充実と指導
者の育成 
・新型コロナウ
イルス感染症に
対する人権的配
慮の深化 

・学期に最低

１回程度の校

内職員研修を

実施 
・人権教育便
りの配布（学
期に１回） 
・校外の各種
研修会への参
加を推奨（２
回以上参加７
０％。 
・学年に応じ
た、効果的な
ＬＨＲの実施 

・人権教育推

進委員会で、

校内職員研修

の内容を検討 
・人権啓発、
同和問題への
関心を持つよ
う、最近の問
題を提示 
・校外研修に
おける全職員
への参加の呼
び掛けとレポ
ート研修にお
けるレクチャ

Ｂ 

・学期１回の職員研修

や人権 LHR を行うこと

ができた。 

 

・推進委員会を開き職

員研修の内容について

（レポート研修）協議す

ることができた。 

 

・校外研修に関しては

オンラインではあった

ものの、地域の研究集会

に２回とも８０％を超



ーの実施 
・人権教育推
進委員会や学
年会で内容を
協議 
・全職員によ
るレポート研
修の実施 

える職員が参加をする

ことができた。 

 

学力保障
及び進路
保障の支
援 

確かな学力を身

に付け、進路を

保障する取組の

強化 

全ての教科で

人権・同和教

育の視点で学

習指導、生徒

指導の展開 

（就職内定率

１００％） 

進路指導部や

各学年と連携

し、全職員が

生徒一人一人

を大切にする

学習指導、生

徒指導の体制

を強化 

Ｂ 

学力保障のために、教

員間の報告・連絡・相

談を密にする取り組み

がなされた。進路保障

においては、幅広い生

徒の希望に対応できる

よう努めた。今後、学

習支援アプリの導入を

検討していく。 

命を大切

にする心

を育む指

導 

自己肯定感、自
己有用感を高め
る指導の強化 

全ての教科で

人権・同和教

育の視点で命

を大切にする

授業の展開 

ＨＲ活動や全
教科で取組及
びＬＨＲにお
ける授業の実
施（２回） 

Ｂ 

各学年ＳＯＳ教育を授

業やＨＲ活動で実施し

たが、職員研修等での

個のスキルアップが必

要と感じた。 

 

いじめ

の防止

等 

いじめ防

止基本方

針の推進 
 

いじめにつなが

らない、学校全

体の風土づくり 

 

・全ての教育
活動での注意
喚起・言葉か
け及び情報提
供等の徹底 
・生徒の変化
に気づき、変
化を見逃さな
い職員間の協
力体制の構築
といじめを許
さない体制及
び環境づくり 

・職員のいじ
め防止研修を
実施し、いじ
めに対する感
性の高揚を図
る 
・ＩＮＩ（い
じめなくそう
委員会）によ
る啓発活動 

Ｂ 

・いじめに関する研修

を実施し、いじめに対

する措置等の周知がで

きた。また、アンケー

ト等によるいじめの実

態把握を行い、その結

果をもとにいじめ防止

対策委員会で検討し、

早期に組織的な対応が

できた。相談支援部及

びＳＣやＳＳＷとの連

携ができた。 

・人権を傷つける発言

があり、言語環境を整

える風土づくりを学校

全体で取り組む必要が

ある。 

 

地域連

携(ｺﾐｭﾆ

ﾃｨ･ｽｸｰﾙ

など) 

地域連携 ｢地域とともにあ

る学校づくり｣の

取組 

・保護者、地

域住民、行政

等からの学校

への参画並び

に支援体制を

促進させ、信

頼関係の深化 

・「社会に開

かれた教育課

程」の実現 

・学校運営協
議会の充実を
図り、委員と
の協力体制の
構築を図る。 
・社会に開か
れた教育課程
の実現に向け
た保護者や地
域住民との情
報や課題の共
有化 

Ａ 

・with コロナを進め

たことで、保護者の行

事等における支援をい

ただき満足度も高まっ

た。 

・学校運営協議会も２

年目を迎え、委員様か

らのご意見やご協力を

いただき、社会に開か

れた教育課程の実現に

向けて進んでいる。 

ボランティア活

動の推進 

・イベントへ

の参加を通し

て地域住民と

の連携 

・本校主催の

・ボランティ
ア活動を通し
て学校と地域
をつなげる。 
・地域清掃活
動の実施 

Ｃ 

・地域イベントのボラ

ンティアに参加するこ

とができたが、一方福

祉施設等のイベントが

中止になり目的が達成



イベントやボ

ランティア活

動を通して地

域住民との連

携 

・本校主催の
グランドゴル
フ大会の実施 

できなかった。 

・校内での清掃ボラン

ティア活動などを今後

充実させていく必要性

を感じる。 

産業界
や地域
に貢献
する人
財の育 

成 

ものづく
り教育を
通した人
づくり 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

地域や関連企業

との連携 
 

ものづくり教

育の充実と職

業人としての

意識向上 

工業の関連企

業や大学等と

の連携による

現場見学や実

技指導等の実

施 

Ａ 

玉名市と連携した公民

館講座「箱庭づくり」

や東海大学教授による

講演などを実施、築山

小学校にてものづくり

教室や睦合小学校への

リヤカー修理など技術

力還元に取り組むこと

ができた。 

専門分野への知

識や技能の深化 
 

・ジュニアマ

イスター顕彰

制度において

連続して学校

表彰を受ける 

 

・ジュニアマ

イスター認定

10%増 

・ゴールド、

シルバーだけ

でなく、ブロ

ンズの認定の

推奨 

・３年間の取

得計画表の掲

示 

・各種資格の

周知 

・課外や模試

の実施 

Ｂ 

・ジュニアマイスター
顕彰状況 

  G    S    B 
R4   20   63  100 

(R3) (21) (75) (32) 
R4/R3=183/128=143％ 
目標値の43％増しとな
った。 
・保護者への資格試験
の周知が不足していた
ので、来年度は工夫す
る必要がある。 
・資格計画表は各科で
作成されクラスに掲示
されている。 
・朝課外・夕課外共に
各科で行えた。 

魅力発信 
 

・学校の日々

の様子を定期

的に更新 

・中学生が入

学したいと思

う学習内容や

ものづくりの

発信 

・地域イベン

トへの参加を

通しての本校

の魅力発信 

・ホームペー

ジやインスタ

グラムによる

発信 

・中学生に本

校の魅力ある

学習内容を発

信 

・地域イベン

ト等に参加し

メディア等を

活用したＰＲ

活動 

Ａ 

・学校ホームページは
行事ごとに更新を続け
ている。インスタグラ
ムも土木科、工業化学
科等を中心に更新中で
ある。 
・玉名市産業祭、玉名
市進学フェア、玉工祭
等において学校の魅力
発信を実施した。 
・地域へのミニリヤカ
ー、長椅子、防球ネッ
ト自動車牽引レーキ等
を寄贈して、ものづく
りの学校をＰＲした。 

部活動の

振興 
 
 
 

魅力ある部活動
づくりとその活
性化 

・部活動の加

入率の向上 

・各種大会に

おいて上位入

賞及び上位レ

ベルの大会へ

の出場 

・部活動指針

に基づいた長

・中・短期の

目標を明確化

・生徒の自主

性を伸ばす計

画的活動の実

施 

Ｂ 

・部活動への加入率は
高い推移となっている
（体育系67.7％、文化
系33.4％）。 
・部活動指針に基づい
た指導計画の作成し明
確化を行ったことで、
生徒の活動意欲の向上
や競技レベルの向上に
つながった。 

部活動における
安全管理 

・毎日の健康

観察の徹底 

・活動場所の

安全管理と整

・部活動顧問

会を定期開催

し、情報共有

及び安全管理

Ｂ 

・部活動顧問会は、必
要に応じて臨時的に開
催し、情報共有等を行
い安全管理等につなげ
ることができた。 



理整頓 

・活動中のけ

がの予防及び

防止の徹底 

に取り組む。 

・毎月の活動

内容を明確化

し、休養日等

を定期的に設

ける。 

・救急処置講

習会を実施し

生徒相互の安

全意識等の向

上に努める。 

・運動部活動の指針に
沿って活動内容、休養
日等を定期的に設ける
ことができた。 
・新型コロナウイルス
感染症が一時的に増加
傾向であったため消防
署での開催ができず、
急遽学校で実施した。
各部の代表が真剣に取
り組むことができた。 

保健 

管理 

 

安心安全
な学校づ
くり 

安心安全な学校

づくりのための

環境整備 

・安全点検実

施１００％ 
 

・毎月１回の

安全点検を実

施する。加え

て事務室へ連

携を図り、整

備・修繕等の

依頼を行う。 

Ｂ 

・安全点検の回収率は
７０％程度であった。 
・整備・修繕等は可能
な限り実施することが
できた。 

心身の健

康を育む 

健康に対する意

識や自己管理能

力の育成 
 

・Formsによ

る健康観察の

徹底 
・保健だより
による健康情
報の提供 
・部活動生へ
の救急処置講
習会の実施 

・健康に関す

る生徒情報の

共有を図る。 
・保健だより
コンクールで
の入賞 
・体育会系部
活動生対象の
救急処置法講
習会の実施 

Ｂ 

・Formsによる健康観察
をすることにより生徒
情報の共有が図れた。 
・保健だよりコンクー
ルの入賞はできなかっ
たが、生徒たちの日々
の活動はよくできてい
た。 
・体育会系部活動生対
象の救急処置法講習会
を実施することができ
た。 

特別支援教育を

含めた相談活動

の充実 
 

・課題を持つ

生徒、支援の

必要な生徒の

早期発見・早

期対応 
 
・特別支援教
育に関する職
員の共通理解
と実践 

・職員研修の
実施 
・生徒状況把
握のための各
種調査の実施 
・個別の教育
支援計画に基
づく情報共有
と支援の実施 
・ＳＣ・ＳＳ
Ｗや関係機関
との連携 

Ｂ 

・８月に生徒理解研修
を行い、支援対象生徒
について、全職員で共
通理解が図れた。 
・「保護者の気づきア
ンケート」や「心と体
の振り返りシート」を
生徒の状況把握に役立
てることができた。 
・一年生の個別間教育
支援計画作成にあたり
４名について、保護者
の参画を得て作成する
ことができた。 
・ＳＣ・ＳＳＷ支援に
より医療機関と連携で
きたケースがあった。 

・自尊感情を高

めるための取組

及び他人への思

いやりを持つ生

徒の育成 
・命ある全ての
ものを大切にす
る心の育成 

・命を大切に

する教育の実

施 
 
・ストレス対
処教育の実施 

・各学年対象

の講演会の実

施 

・自らＳＯＳ

を発信する方

法と傾聴方法

の授業を実施 
・相談室だよ
りを活用した
ストレス対処
教育の実施 

Ｂ 

・対面での講演会を学
年ごとに実施し、命の
大切さについて考える
ことができた。 
・ＳＯＳを発信しやす
い関係性の構築、スト
レスマネジメント、傾
聴スキルなどに関する
授業を実施し、ストレ
スに対処する力の構築
に努めた。 
・学期毎に相談室だよ
りを発行し、自己のス
トレス状況の確認、対



処方法等について紹介
できた。 

 

４ 学校関係者評価 
学校関係者評価委員の皆さまから以下のとおり評価やご提言等をいただいた。 

・入学希望者が増加しており大変頼もしく思う。これまで築き上げてきた学校の伝統を大切にし、
さらに地域や卒業生が望んでいる人材の育成に励んでもらいたい。また、玉名市主催の合同進学
フェアの影響も大きかったと考えられ、継続をお願いしたい。 

・年々県内企業に残る生徒が増加しており、大変嬉しく思う。今後はＴＳＭＣの進出で、さらに県
内に卒業生が残るようお願いしたい。 

・玉工手帳の活用は素晴らしい本校教育の取組の一つで、「生きる力」の原動力の育成につながる
教育実践の内容でもある。教職員や保護者の理解を深める取組みも合わせながら、さらに進めて
いってほしい。 

・ボランティア活動の充実は、自己肯定感や自己有用感の向上につながる。コロナ禍によりこの三
年間の取組が制限されたが、次年度玉名市との連携を深め、復活させていくことを願っている。 

・時代の流れが速く対応が早急に迫られる現代社会の中での校則の見直しは大変なことであるが、
将来ある生徒たちのために良策を導き出していってもらいたい。 

・地元にある工業高校の存在を誇りに思っている。みなぎる若い力を未来の宝として育成され、魅
力ある学校づくりを進めていってもらいたい。 

・部活動、資格取得、各種工業系の大会での入賞等目覚ましいものがあり、魅力のある学校づくり
となっている。そのことにより、スクールポリシーとして掲げてある、３つのポリシーが生かさ
れていると感じている。 

・アンケート結果における課題として、「ボランティア活動に参加し、地域との連携の一翼を担っ
ている」「家庭学習の指導」があげられ、今後の対応をお願いしたい。 

 

５ 総合評価 
（１）全体において 
   自己評価については、９個の大項目に対して２７の具体的目標及び方策を設けて評価を行 

った。結果はＡ評価９個（３３％）、Ｂ評価１７個（６３％）、Ｃ評価１個（４％）、Ｄ 評価
０であった。昨年度と比較するとＡ評価の割合は変わらず、Ｂ評価の割合は４ポイント増加、
Ｃの割合は４ポイント減少であった。具体的には、「入学定員の確保」、「基礎学力向上と積
極的な学習への取組」、「キャリア教育の充実」、「制服の正しい着用と地域に信頼される生
徒の育成」、「地域とともにある学校づくりの取組」、「地域や関連企業との連携」において
改善している。 
学校評価アンケートにおける質問項目の「玉名工業高校に入学して良かった」という生徒の

割合は９０％（昨年度から１ポイント減）、また「自分の子どもを玉名工業高校に入学させて
良かった」という保護者の割合は９５％（昨年度から１ポイント減）、「働きやすい学校づく
りが進められている」という教職員の割合は９３％（昨年度から１ポイント減）という結果で 
あった。 

（２）本年度の重点目標 
ア 人間性の向上  

① 基本的生活習慣の確立 
ほとんどの生徒の基本的生活習慣が確立され、学習や部活動に専念できる環境が整えら

れている。 
② 規範意識の向上 

生徒の意識では多くの生徒が校則を遵守し、日々の生活を過ごしている。また生徒指導
上の問題を通して、規範意識の醸成を進めている生徒もいる。 

イ 学力の向上  
① 基礎基本の徹底 

家庭学習に取り組む生徒は昨年、一昨年よりも増加傾向にあり、学習に対する意欲が高
まっている。 

② 授業改善の推進 
タブレットの活用や対話的な学習を取り入れた授業形態により、生徒の授業や家庭学習

に対する意欲が昨年度よりも大きく向上した。 
ウ 工業教育の充実  

① ものづくり教育 
昨年度の施設、設備面の充実により、生徒たちのものづくりに対する意識は確実に高ま

っている。 
② 外部との連携による教育内容の充実 

熊本スーパーハイスクール（ＫＳＨ）の指定により、外部との連携が教育内容の充実に
影響していると考えられる。特に、土木科は玉名市との連携により大きな効果があり目を
見張るものがある。 

エ 安全教育の徹底 
① 実験実習時の安全 



各工業科における危険予知トレーニングやマニュアル作成により、事故防止の意識向上
につながっており、実習における重傷事故は０であった。 

② 交通事故の防止 
ほぼ昨年度と変わらない件数であったが、原付バイクによる事故で長期入院を余儀なく

された生徒がいた。バイク通学生には月例会を実施し注意喚起を行っているが、それ以外
の取得者の指導を図る必要を感じる。 

オ 生徒募集 
① 学校の魅力化 

創立６０周年を迎えものづくり教育、資格取得、部活動、進路決定の伝統に加え、ＫＳ
Ｈの指定による産学官連携など新たな取組も進み、生徒募集につながっている。 

② マスコミ等を活用したＰＲ 
各種行事や地域連携等におけるニュースを積極的にマスコミに発信し、県内や地元にＰ

Ｒを行うことができている。 
カ 働き方改革 

① 時間外勤務時間の削減 
今年度特に力を入れた定期考査期間中の会議や運営委員会、職員会議の削減により、休

みを取りやすい環境をつくり出し時間外勤務時間の短縮につなげることができた。また、
年度当初に顧問会議での部活動の指針を共有し、遵守することで無理のない活動が実施で
き時短につながった。 

② 校務の効率化 
昨年度末の校務分掌の見直しにより、今年度再編を行い新たな各部でスタートし校務の

平準化を目指した結果、ある程度の成果を得ることができた。変化の激しい社会の中で新
たな課題も山積しており、次年度へのつなぎを検討している。 

 

６ 次年度への課題・改善方策 
（１） 学校経営 

働き方改革においては、昨年度まで２年間の県教委の指定を受け時間外勤務時間の削減は
ある程度できていた。今年度はさらに、定期考査期間中に会議を入れないこと等を徹底し、
時間削減の効果が上がった。特に採点を行う職員からは好評で、昨年度の反省を生かした取
組が良かったと考える。 

（２） 授業改善と学力向上 

タブレットが導入され１年が経過し、職員が積極的に活用し生徒の活用技術も向上してい

る。また、自宅に持ち帰り学習の復習等に活用し、登校できない状況でのオンライン授業等に

も活用されており、生徒の学習の理解力や意欲の向上にもつながっている。 
（３） キャリア教育の充実と進路決定 

玉工手帳の活用状況は毎年着実に向上しており、この活用を通して生徒たちは先見の明の
力を付けているといえる。また、全校生徒に対してキャリア・パスポート作成のためのファ
イルを準備し、今後振り返りができるよう環境を整備した。進路面においては、進学希望者
が増え、また多様な希望もあり対応を図っていく必要がある。 

（４） 生徒指導の充実 

昨年度に引き続き校則の見直し検討会を生徒会、保護者代表と数回実施した。時代の流れに

沿い生徒目線に立ったところで検討しながら、周囲に違和感や不快感を与えないという根幹の

部分はそれぞれの立場からの意見が上がった。校則の見直しについては、今後もさらに検討を

重ね三者が納得したところで決定し、規範意識の向上につなげる生徒の自主的な校則となるこ

とを望んでいる。 
（５） 生徒募集と魅力化の推進 

生徒募集においては、今年度専属の担当を配置した結果、募集における動きを活発化させ
ることができ、志願者の大幅増加につなげ久しぶりに定員を上回ることとなった。また、玉
名市主催の行事や連携により話題性のある取組が実施できたことは大きかった。さらにもの
づくりを通した取組を増やし、本校の魅力を発信させる機会を増やしていきたい。 

（６） 地域連携 
今年度もコロナ禍により、地域との連携が制限された状況下ではあったが、そのなかでも

小学校とのものづくりによる交流や地域への寄贈等においては実施できた。学校運営協議会
は２年目を迎え、ご意見やご提言をいただき順調に進んでいる。今後は玉名市や地域と連携
したボランティア活動を積極的に行い、さらに地域に支えられる学校づくりが求められる。 

 


